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研究成果の概要（和文）：NDB利活用に必要な「適切なデータ抽出・加工の知識の定型化」の一環として、NDBオ
ンサイトリサーチセンター（京都）においてSQLコード作成に必要なNDBの基礎知識を利用者に提供し、準備期間
の短縮に繋げるとともに、NDBと連結可能となった介護DBのデータ項目の利用可否を事前評価できるよう、コー
ドブックを作成した。「日本版ResDACによる研究者支援」の一環として、オンサイトリサーチセンターの運用を
通じてNDB利用者支援体制構築に必要な課題を洗い出すとともに、NDBユーザー会や関西広域医療データ人材教育
拠点形成事業（KUEP-DHI dot.b）の機会を活用し、NDB利用ニーズの収集を行った。

研究成果の概要（英文）：As part of the "standardization of knowledge on appropriate data extraction 
and processing" necessary for the utilization of National Database of Health Insurance Claims and 
Specific Health Checkups of Japan (NDB), the NDB Onsite Research Center (Kyoto) provides users with 
the basic knowledge of NDB necessary for creating SQL codes. And, we created a codebook of the 
long-term care DB, which has become possible to connect with the NDB, to enable advance evaluation 
of the availability of data items of it. As part of the Japanese version of Research Data Assistance
 Center (ResDAC, in the university of Minnesota)'s support for researchers, we will identify issues 
necessary for building an NDB user support system through the operation of the NDB Onsite Research 
Center (Kyoto) . At the same time, by taking advantage of the opportunities of the NDB User Group 
and the Kansai Wide Area Medical Data Human Resource Education Base Project (KUEP-DHI dot.b), we 
gathered the needs of NDB users.

研究分野： 病院・医療管理学、医療社会学

キーワード： 匿名レセプト情報等データベース（NDB）　匿名介護情報等データベース（介護DB）

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究にて作成した介護DBデータのコードブックは、介護DBの各項目の入力値の実態を網羅的に知ることができ
る本邦初の資料となる。近日中に研究代表者が所属する施設のホームページにて公表する予定であり、コードブ
ックを活用することで介護DBの有用性を事前に評価できるようになり、NDBの利用可能性を拡大することが期待
される。また、NDBに関する様々な情報が公表されている中でも、本研究において試行的に構築したNDB利用支援
体制、特に作業補助者の存在が研究者の利便性向上に貢献しているとの意見が多く寄せられ、NDB利活用推進に
おいては支援体制確保のための人材育成・人材確保が肝要であることを確認した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１． 研究開始当初の背景 
 
 匿名レセプト情報・特定健診等情報（National Database of Health Insurance Claims and 
Specific Health Checkups of Japan, 以下 NDB）は 2011 年より第三者提供が開始されており、
保健医療政策への応用や良質なエビデンスの導出に資するデータとして期待を集めている。し
かし、データ抽出・加工に関する複雑な知識や、それら知識の流通性の乏しさゆえに、米国や台
湾など海外諸国と比して、利活用が活性化しているとは未だ言えない状況にある。その理由とし
て、以下の 2つが考えられる。 
1 つ目の課題として、適切なデータ抽出・加工が難しいことが挙げられる。NDB には、10 年以

上分のレセプトデータおよび特定健診等データが CSV 形式で格納されている。各研究者は、これ
らのデータから、自身が必要とするデータの抽出指示を行わなければならない。しかし、レセプ
ト情報は傷病名や医薬品で 10,000 以上、診療行為で 5,000 以上ものコードによって書き分けら
れており、NDB について申出者が適切にコードを指定して抽出指示を出し、望む情報を入手する
ことは非常に困難である。さらに、各研究者は入手したデータを分析可能なデータ構造とするた
め、一からデータの加工を行わなければならない。これらの作業を完結させるには、臨床医学や
公衆衛生の知識のみならず、データ構造やデータハンドリングに関する技術から保険診療に関
する知識に至るまで、さまざまな領域の知見が必要とされ、それらを元手として、今度は NDB 研
究に必要な知識をより分けて適切に活用しなければならない。現実的には、そうした知識を網羅
する研究者・研究グループを確保することは容易ではない。  
2 つ目の課題として、データ抽出・加工の知識が利用者間で共有されにくいことが挙げられる。

NDB の提供は厚生労働省と申出者の間での契約に基づいて行われており、公表が可能な成果物と
なるまで、NDB データの利用は申出書に記された者に限られ、インターネットを介した情報共有
も厳しく制限されている、このように厚生労働省と申出者間の閉じた契約関係内にデータ利用
が限られているため、NDB を扱うためにのみ必要な、適切なコードの指定やデータの効率的な加
工技術などといったデータの抽出・加工に特化した特殊知識を他の研究者と共有することを非
常に難しくしていた。 
 
２． 研究の目的 
 
先に述べた米国や台湾では、レセプトデータ利用者がこれらの課題に直面した際に、各種相談

ができる環境が整えられている。米国では、メディケア・メディケイドデータを管理する CMS の
契約事業者である Research Data Assistance Center (ResDAC)がミネソタ大学公衆衛生学部に
設置されており、利用者からの質問に対応できる体制が整えられている。また、台湾でも日本の
厚生労働省に相当する衛生福利部に多くのスタッフが在籍しており、データ利用者の支援にあ
たっている（参考：厚生労働省「第 2 回医療・介護データ等の解析基盤に関する有識者会議」
https://www.mhlw.go.jp/file/05-Shingikai-12401000-Hokenkyoku-Soumuka/0000209440.pdf）。
こうした米国、台湾の状況を踏まえて、本研究を「レセプトデータベース（NDB）の利用を容易
にするための包括的支援システムの開発」として位置づけ、米国や台湾のような利用者支援体制
を整えられるかどうかを明らかにすることを目指した。また、同じく NDB データ利用の支援とな
る研究開発の一環として、NDB 利用者ニーズの幅広い収集・評価、および NDB データとの連結解
析が可能となった介護 DB データに関する基本的な集計を行い、NDB の利用を検討する者にとっ
て有益となる情報の作成、共有を目標とした。 
 
３．研究の方法 
  
京都大学では、2016 年 2 月より NDB データを遠隔から操作・分析できる NDB オンサイトリサー
チセンター（京都）（以後「NDB オンサイト」）が設置されている。このオンサイトにおいて、利
用者がデータ利用を行うまでに必要な諸手続きやデータ加工業務を研究代表者、分担研究者ら
で幅広く請け負って、その業務手順を振り返ることで、業務負荷、および利用者の意見を確認し、
体制の継続可能性について評価を行った。NDB 利用者のニーズを幅広く収集・評価するにあたっ
ては、研究代表者、分担研究者らが運用している NDB ユーザー会を活用して、300 名以上の参加
者に対し、アンケート調査や NDB 利用に関する質疑応答を行った。介護 DBデータの基本的な集
計表は、厚生労働省にデータ提供依頼申出を行い入手した、2014～2015 年度の介護 DB 要介護認
定情報、2015 年度の介護 DB 介護レセプト情報を対象に作成した。 
 
４． 研究成果 
 
（1：【日本版 ResDAC 設置】NDB オンサイトでの利用者支援業務一括化） 
研究開始当初は、NDB オンサイトリサーチセンター（京都）（以後「NDB オンサイト」）の利用

が試行利用にとどまり、京都大学関係者に利用申出が限定されていた。「日本版 ResDAC 設置」を



テーマにして体制整備を行うことを目的に、研究代表者を中心に NDB データ利用にあたって必
要となる知識を整理し、NDB オンサイト利用者に事前に講習を行って、NDB に関する基礎的リテ
ラシーを向上させる取り組みを体系的に行った。また、NDB データ利用時には、分担研究者（大
寺、植嶋）を中心に、データ分析が容易に実施できるよう、より精度の高い IDによる一元化や、
分析用のデータマート作成の支援を行った。データ利用に関する各種手続きに関しては、京都大
学の事務補佐員をデータ利用者に加えて、研究代表者らも支援しながら、利用申出や変更などの
諸手続きや、オンサイトの施錠確認など事務的な手続きの多くをタスクとして委ね、一元管理を
行った。以下がそのイメージである。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これにより NDB 利用者は研究に専念することができたとともに、こうした支援体制に対し、利

用者からは肯定的な意見を得ることができた。これらの試行運用については、第 39 回医療情報
学連合大会（2019 年 11 月、公募ワークショップ「NDB オンサイトリサーチセンターの利用動向：
今後の一般開放に向けて」）にて議論を行った。一方、ピーク時でも同時進行で行った支援件数
は 2～3 件程度であったが、それでも利用申出の提出、申出内容の変更手続き等、多くの事務作
業が頻回に発生し、かつそれら業務が区々に発生したことから事務補佐員への負荷が大きくな
った。また、分担研究者らによる分析用のデータマート作成も、オンサイト利用者の利用スケジ
ュールに合わせて支援を行う必要が生じた。このため、他業務と並行で支援者が支援業務を継続
する運用は、利用者の要請への対応を充実化させるのに比例して別業務が分断されてしまうた
め、支援業務の継続が容易でないことを確認できた。利用期間の途中で NDB オンサイトのデータ
基盤が改修されることとなり、その間は支援を停止することとなった。改修後の再開以降は、特
定の事務担当の人員を割くことなく、支援対応を行った。 
本研究では、支援体制の構築を行うことで、NDB 利用者の研究効率の向上には寄与することが

できたが、NDB 利用にかかる現在の諸手続きの手順や、データの容量・構造が大きく変わらない
限りにおいては、メールや郵送等の手続きや、データマート化の支援業務が頻回かつ不定期に発
生するため、支援件数が少なくても業務負荷が恒常的に発生することを確認することが出来た。
これらの業務の「外部化」「一括化」を行うには、相応の体制でまとまった NDB 利用申出の支援
を行う必要があるが、それを実現するためには一定程度の人的資源が必要となるため、その人的



資源のための財源を確保することを考えるか、それが叶わないのであれば、可能な範囲で NDB 利
用に関する手続きがオフィシャルに簡略化されることが、支援体制の充実化の要件になると考
えられた。 
 
（2：【利用者ニーズの評価】NDB ユーザー会） 
2019 年 2 月より、年度ごとに約 1 回の頻度で、本研究の代表・分担研究者が世話人となって

NDB ユーザー会を開催している。主に NDB の分析に関わるユーザーを対象に、NDB の分析方法に
関する知識及び技術の開発、普及を図り、NDB の利用環境の向上に関する調査、研究及び提言を
行うことで NDB の健全な利活用を促進し、臨床研究や行政施策へ貢献することを目的として設
置された会であり、参加者はアカデミア、民間、行政など多岐にわたっている。これまで実施さ
れた NDB ユーザー会のうち、2020 年度 NDB ユーザー会では、研究代表者を中心に、参加者によ
るアンケートを試みた。また、2021 年度 NDB ユーザー会では、研究代表者を中心に、NDB データ
の利活用にあたって参加者から寄せられた利用手順等々への個別質問に幅広く回答する機会を
設 け た 。 以 前 は NDB 利 用 を 希 望 す る 者 に 対 し 厚 生 労 働 省 が 事 前 説 明 会
（https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000001bxyg.html など）を設けて利用者の質問に
回答していたが、こうした質疑応答はその機能を代替するものである。これら知見の一部は、NDB
ユーザー会公式サイト（https://square.umin.ac.jp/ndb/public_information.html）からも閲
覧することが出来る。 
2020 年度に実施したアンケート結果を紹介する。利用期間に関してはデータ提供を待機でき

る許容期間は「半年」が多く、データ入手後に成果を出せるまでの利用期間は「半年」「1年」あ
ればよい、という意見が多かった。データへのアクセス方法については、将来的にはクラウドや
VPN など、自身の端末からのアクセスを希望する声が多く寄せられた。一方、利用するデータの
質については、クラウドや VPN 環境で NDB を操作できるようになれば、「インフラ整備費用との
兼ね合いで、すべてのデータにアクセスできなくても構わない」という意見が少なくなく、「極
力多くのデータを扱えるよう、インフラ整備を強化してほしい」という意見を凌駕していた。ID
の精度については、片や保険者情報由来、片や氏名由来の、それぞれ十分に一意性が担保されて
いない ID しか格納されていない現状では、より精度の高い他の ID があればそれに越したこと
がないものの、その ID が特定の研究者による特定のロジックで整備されたものである場合は、
「ID 作成のロジックが明示されてさえいれば、利用者の責任において使用する」という意見と
「厚生労働省による責任の担保を求める」という意見が拮抗する結果となった。利用者のデータ
利用リテラシーについては、「データハンドリングのリテラシーを備えたものが利用すべき」と
いう声が「利用者にそうしたリテラシーを求めるべきではない」という声を上回った。そのリテ
ラシーの担保については、「（何らかの）オーソライズされた組織による一定期間の研修」を挙げ
る声が非常に多かった。NDB データの利用料をいくらまでなら了承できるか、というアンケート
については、ほとんどの参加者が最大でも「10～50 万円」と回答していた。これらの意見は、今
後の NDB 利活用活性化を検討するうえで、NDB 利用者の声として参考になるものである。 
2021 年度の質疑応答の結果については、NDB ユーザー会公式サイトに掲載されている報告書

（http://square.umin.ac.jp/ndb/PDF/NDB_4thUG_report_20220331.pdf）を参照されたい。 
 
（3：【介護 DBの基礎的集計】NDB データと連結できる介護 DBのコードブック作成） 
 NDB データには非常に多くの項目があり、それらに対して多くのコードが定義づけられている
が、それらの項目にどのような数値が入力されているか、どの程度の欠損値が含まれているか、
といった情報は、従来はデータを利用するまで知ることが出来なかった。分担研究者（今村、野
田）の研究室では、これらのデータを粗集計したコードブックを作成、公表しており、このコー
ドブックを閲覧することで、NDB の利用を検討する者が事前にデータの質を評価することが可能
となった。 
 2019 年より、NDB データと匿名情報等データ（介護 DB）とが連結解析できるようになった。
これにより、介護 DBの要介護度情報や介護サービス情報を NDB データに加えることができるよ
うになり、NDB データには含まれていない患者の全身状態や ADL に関する情報が付加できる可能
性が広がった。一方、かつての NDB と同様、介護 DBの各項目にどのようなコードがどの程度の
頻度で記載されているのか、どの程度の欠損値が含まれているのか、といった情報は、データを
入手するまで利用者は把握することができなかった。今回、厚生労働省より提供を受けた介護 DB
データを用いて基礎的集計を行い、コードブックを作成した。このコードブックにより、利用者
が事前に介護 DB の質の評価を行うことが可能となり、NDB との連結でどの程度データの価値が
高まるか、研究の可能性が広がるかを、事前に評価することが可能となる。この介護 DB コード
ブックは、近日中に研究代表者、分担研究者（植嶋）らが所属する部署のウェブサイドから閲覧
できるようにする予定である。 
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